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第 33 号 

発  行 

筑波山がまの油売り口上研究会 

   

昨
年
ま
で
我
が
会
の
重
要
な
発
表
・
練
習
の
場
で
あ
っ
た
茨
城
県
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
が
経
営
刷
新
等
の
事
情
か
ら
、定
期
的
な
口
上
実
施
が
困
難

と
な
り
ま
し
た
。
日
夜
熱
心
に
練
習
に
励
む
会
員
に
と
っ
て
、
定
期
的
な

発
表
の
場
の
開
拓
は
喫
緊
の
課
題
で
し
た
。
そ
し
て
会
員
の
熱
意
は
、
い

く
つ
か
の
門
戸
を
拓
く
大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。 

下
妻
道
の
駅  

定
期
公
演 

小
町
塾 

星
野
和
哉 

小 

 

初めての公演（1/10） 

下
妻
道
の
駅
で
七
月
よ
り
月
二
回
の
定
期
的
な
「
が
ま

の
油
売
り
口
上
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

こ
の
開
催
に
至
っ
た
経
緯
を
、
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

ま
ず
、
私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
傍
ら
家
内
と
一
緒
に
農
業

を
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
九
年
「
下
妻
道
の
駅
」
が
で
き

た
当
初
か
ら
、
そ
の
会
員
と
な
り
自
分
で
作
っ
た
野
菜
直

売
所
に
出
し
て
い
た
関
係
で
下
妻
道
の
駅
と
は
長
い
繋
が

り
が
あ
り
ま
し
た 

 

口
上
に
つ
い
て
は
、
小
町
塾
で
指
導
を
い
た
だ
き
、
二

十
七
年
に
は 

古
河
の
桃
祭
り
、
あ
る
い
は 

八
郷
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
に
お
い
て
人
前
で
「
が
ま
の

油
売
り
口
上
」
を
実
演
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
昨
年
十

一
月
、
腕
試
し
の
意
味
も
あ
っ
て
、
下
妻

道
の
駅 

野
菜
直
売
所
の
荒
川
店
長
に

「
が
ま
の
油
売
り
口
上
」
を
や
り
た
い
と

お
願
い
し
ま
し
た
。
が
、
当
然
実
績
も
な

く
や
っ
と
本
年
一
月
十
日
（
日
曜
日
）
午

後
に
二
回
口
上
を
実
演
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。当
日
は
家
族
も
見
に
来
て
く
れ
、

見
物
客
二
十
人
位
お
り
ま
し
た
。（
観
客
が

増
え
た
の
は
家
族
の
影
の
協
力
が
あ
っ
た

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。） 

そ
の
状
況

を
遠
巻
き
に
、
道
の
駅
の
大
塚
駅
長
と
荒

川
店
長
が
見
て
お
り
、
自
分
で
は
、
初
め

て
と
し
て
は
「
ま
あ
ー
ま
あ
ー
」
の
出
来

を
実
感
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
野
菜
を
出
荷
に
行
っ
た
時
、
荒
川
店
長
に
次

回
開
催
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
即
諾
は
な
く
、
意
を
決
し

て 

三
月
に
再
度
お
願
い
し
、
荒
川
店
長
よ
り
下
妻
道
の

駅
本
社
（
本
社
は
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
下
妻
に
あ
り
ま
す
）
か

ら
の
了
解
を
い
た
だ
い
て
５
月
連
休
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
下
妻
道
の
駅
側
か
ら
は
、
連
休
中
当
方
で
開
催
日

を
決
め
て
よ
い
と
の
条
件
を
も
ら
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
を
小
町
塾
酒
井
会
長
に
は
か
り
、
急
遽
で
は
あ
り

ま
し
た
が
塾
メ
ン
バ
ー
協
力
の
も
と
四
日
間
（
四
月
二
十

九
・
三
十
日
、
五
月
一
・
五
日
）
二
人
ペ
ア
ー
で
一
日
四

回
公
演
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
結
果
は
、
一
月
私
一
人
で

実
演
し
た
時
と
は
違
っ
て
、
下
妻
道
の
駅
で
の
評
判
は

上
々
、
多
く
の
来
場
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
頃
、
突
然
八
郷
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
の
定
期
公
演

の
中
止
で
、
年
間
で
活
動
で
き
る
場
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

私
も
当
然
参
加
予

定
で
し
た
。
そ
ん

な
状
況
下
、
四
月

二
日
石
岡
桜
祭

り
・
四
月
二
十
九

日
下
妻
道
の
駅
で
、

一
緒
に
や
ら
せ
て

い
た
だ
い
た
山
口

さ
ん
と
話
し
て
い

る
う
ち
に
、
下
妻

道
の
駅
で
定
期
的

な
開
催
が
で
き
れ
ば
と
い
う
話
が
出
て
き
た
わ
け
で
す
。 

そ
の
こ
と
を
酒
井
会
長
に
相
談
、
五
月
小
町
塾
定
例
練

習
会
で
下
妻
道
の
駅
の
七
月
か
ら
年
内
十
二
月
ま
で
の
月

二
回
の
定
期
公
演
の
計
画
を
協
議
。
合
意
を
も
ら
っ
た
う

え
で
、
荒
川
店
長
を
通
し
て
下
妻
道
の
駅
本
社
へ
打
診
を

し
、
快
諾
を
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当
然
五
月
連
休

の
公
演
の
評
判
に
よ
る
も
の
で
す
。 

次
年
度
も
定
期
的
公
演
が
で
き
る
よ
う
に
、
来
場
者
を

魅
了
し
下
妻
道
の
駅
名
物
と
な
れ
る
よ
う
に
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

↓
四
月
の
連
休
時 

 
 
 
 

↓
第
二
回
定
期
開
催 
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桜咲く風土記の丘にがま口上      

つくばね会  市 村 文 子 

こ
の
春
、
が
ま
口
上
実
演
の
場
と
し
て
、
新
天
地
を
提

供
し
て
頂
い
た
の
が
石
岡
市
常
陸
風
土
記
の
丘
で
あ
る
。 

石
岡
市
常
陸
風
土
記
の
丘
と
は
、
縄
文
時
代
か
ら
江
戸

時
代
ま
で
の
茅
葺
民
家
な
ど
が
復
元
さ
れ
た
広
場
な
ど
が

あ
り
石
岡
市
の
古
き
歴
史
や
文
化
が
体
験
で
き
る
公
園
で

あ
る
（
無
料
）。
四
月
は
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
・
シ
ダ
レ
ザ
ク

ラ
・
ボ
タ
ン
ザ
ク
ラ
、
六
月

に
は
、
五
万
本
の
ス
カ
シ
ユ

リ
、
夏
に
は
、
古
代
ユ
リ
と

見
事
な
花
の
名
所
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。 

早
速
「
常
陸
風
土
記
の

丘
・
桜
ま
つ
り
」
の
催
し
に

合
わ
せ
、
四
月
二
日
か
ら
四

月
二
十
四
日
ま
で
の
土
日
に
、

が
ま
口
上
も
八
回
程
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
会
の

総
勢
十
七
名
の
が
ま
口
上
士

が
華
や
か
に
出
揃
っ
た
。 

そ
し
て
、
四
月
十
六
日
は

私
自
身
の
出
番
の
日
。
会
場

入
り
す
る
と🌸

春
爛
漫🌸

そ
れ
は
そ
れ
は
見
事
に
咲
き

ほ
こ
ろ
ぶ
桜
の
花
々
に
ま
ず

目
も
心
も
奪
わ
れ
た
。「
す
ご
～
い
！
き
れ
い
～
」の
連
発
。

外
に
言
葉
が
見
つ
か
ら
な
い
な
か
で
、
ま
た
一
つ
熱
い
視

線
を
感
じ
た
先
に
は
、
カ
メ
ラ
を
廻
し
な
が
ら
に
こ
に
こ

と
こ
ち
ら
に
近
寄
る
紳
士
。
本
日
の
出
演
相
方
で
あ
る
松

葉
さ
ん
と
も
無
事
合
流
で
き
た
。 

さ
あ
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
人
の
出
足
は
文
句
な
し
。
行

き
交
う
方
々
を
ど
う
や
っ
て
引
き
込
む
か
、
会
場
の
準
備

に
も
力
が
入
る
。
舞
台
の
上
に
は
松
葉
さ
ん
の
が
ま
一
式

が
並
ぶ
。
細
や
か
で
丁
寧
な
細
工
の
品
々
に
は
、
ア
イ
デ

ア
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
て
見
て
も
楽
し
い
と
同
時
に
、

が
ま
口
上
へ
の
熱
い
も
の
が
感
じ
取
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
実

演
口
上
の
語
り
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
優
し
い
口
調
で
客

に
語
り
か
け
る
場
面
が
自
然
体
で
と
て
も
上
手
。
一
方
、

私
方
は
「
生
の
桜
吹
雪
に
ゃ
負
け
ち
ゃ
う
ね
え
」
っ
と
、

ア
ド
リ
ブ
で
一
片
散
る
花
び
ら
を
見
上
げ
紙
吹
雪
を
チ
ラ

チ
ラ
と
散
ら
せ
る
場
面
が
う
ま
く
い
っ
た
と
（
自
賛
）
す

る
。 

思
い
返
せ
ば
実
演
場
所
の
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
は
長

年
、
た
く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
に
改
め
て

感
謝
し
た
い
。
ま
た
、
新
た
な
場
所
に
は
、
初
心
の
ご
と

く
一
生
懸
命
喜
ん
で
や
ら
せ
て
頂
き
、
二
度
三
度
と
お
声

が
か
か
る
よ
う
努
め
た
い
と
の
思
い
で
帰
宅
し
た
。 

こ
の
八
月
、
リ
オ
五
輪
に
甲
子
園
野
球
（
常
総
学
園
）

と
ス
ポ
ー
ツ
三
昧
の
熱
い
夏
は
今
真
っ
盛
り
、
我
が
家
に

来
た
ば
か
り
の
犬
（
ダ
ッ

ク
ス
フ
ン
ド
ミ
ニ
３
歳
ラ

ッ
キ
ー
君
）
も
や
ん
ち
ゃ

盛
り
。
朝
夕
の
道
草
散
歩

も
日
課
と
な
り
つ
つ
あ
る
。 

「
野
良
道
を
犬
ピ
チ
ピ
チ

歩
く
、
わ
た
し
サ
テ
サ
テ
が
ま
唄
う
」
と
、
う
ま
く
設
定

し
て
は
み
た
も
の
の
「
継
続
は
力
な
り
ぞ
ー
」
と
、
聞
こ

え
て
く
る
天
の
さ
さ
や
き
に 

『
よ
し
、
毎
日
や
る
ぞ
！ 

歩
き
、
声
出
し
こ
の
喉
に
こ
の
身
体
に
く
び
れ
を
作
る
を

期
待
し
、
こ
れ
ま
た
先
の
見
え
な
い
努
力
こ
そ
』 

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
ら
し
さ
を
念
頭
に
、
ア
イ
デ
ア
を

も
っ
て
、
幼
稚
園
や
保
育
園
で
、
地
域
や
介
護
施
設
で
皆

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
「
が
ま
の
油
売
り
口
上
」
を
、

目
指
し
て
い
き
た
い
。 

思い出のフラワーパーク 
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関
東
地
方
に
も
や
っ
と
暑
い
夏
が
き
た
様
で
す
。 

「
が
ま
研
」
の
皆
様
に
は
ご
無
沙
汰
し
て
居
り
ま
す
。 

集
団
登
校
す
る
小
学
生
を
見
守
っ
て
十
一
年
目
の
夏

に
な
り
ま
す
。
元
気
に
登
校
す
る
子
供
達
か
ら
「
お
早
う

ご
ざ
い
ま
す
。」と
元
気
な
声
が
返
っ
て
来
る
と
こ
ち
ら
も

元
気
に
な
り
ま
す
。
安
全
を
見
守
っ
て
、
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。 

孫
の
野
球
の
コ
ー
チ
に
な
っ
て
九
年
目
。
上
の
孫
は
中

学
三
年
、
下
の
孫
は
小
学
五
年
に
な
り
、
今
は
下
の
子
の

チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
の
一
員
で
す
。
投
げ
る
、
走
る
の
は
も

う
一
年
生
に
も
負
け
る
で
し
ょ
う
。
フ
ォ
ー
ム
、
型
の
指

導
と
球
拾
い
で
す
。
こ
れ
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

子
供
と
一
緒
に
居
る
事
で
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

夏
休
み
に
入
っ
て
熱
く
燃
え
て
い
る
の
は
高
校
野
球

だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
小
学
生
だ
っ
て
六
年
生
は
最
後

の
リ
ー
グ
戦
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
す
。
厳
し
い
練
習
、

試
合
の
合
間
に
入
る
楽
し
い
一
日
そ
れ
が
合
宿
で
す
。 

今
年
は
七
月
二
日(

土)

、
午
前
中
の
練
習
の
後
、
四
年

生
以
上
十
七
名
と
コ
ー
チ
陣
、
お
母
さ
ん
達
、
四
十
一
名

で
市
の
野
外
研
修
所
で
一
泊
二
日
の
合
宿
。
入
浴
、
夕
食

後
、
体
育
館
で
「
が
ま
口
上
」
を
見
て
、
卓
球
大
会
等
で

楽
し
く
遊
ん
で
就
寝
。 

二
日
目
は
朝
食
後
、
天
気
が
い
い
の
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

練
習
と
な
り
ま
し
た
。
毎

年
の
事
な
が
ら
子
供
達
に

も
大
人
の
コ
ー
チ
達
に
も

有
意
義
な
合
宿
で
す
。 

小
学
生
の
野
球
で
す
が
、

学
年
別
の
リ
ー
グ
戦
が
あ

り
、
六
、
五
、
四
、
三
年

生
と
四
つ
。
四
年
生
に
は
ロ
ッ
テ
旗
、
五
年
生
に
は
日
ハ

ム
杯
、
六
年
生
に
は
近
隣
大
会
等
年
間
を
通
し
て
沢
山
の

大
会
が
有
り
ま
す
。
全
部
に
参
加
す
る
事
は
無
理
で
す
の

で
、
チ
ー
ム
で
選
択
し
て
年
間
計
画
を
立
て
る
事
に
な
り

ま
す
。 

野
球
を
や
る
子
が
減
少
し
、
サ
ッ
カ
ー
を
や
る
子
が
増

え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
何
で
も
い
い
で
す
、
自
分
が
や

り
た
い
と
思
う
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
下
さ
い
。
若
い
う
ち

に
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
健
全
な
体
に
宿
る
健
全
な
精
神
を

持
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

     

      

 

 

 
 

 
 

忘年会のお知らせ 

期日：11月 26日(土)～27日(日) 

行先：塩原温泉 

宿泊：ホテル おおるり 

会費：１１．０００ 円 

集合：新治商工会 駐車場 午前８時 

  

昨年までの新治庁舎は本年は利用でき 

ません。 

* 詳細は案内の往復はがきで 

ご確認ください。 

 

平成28年度 

がま口上講座 
 

開催日：  ① 9月24日（土） 

        ②10月  8日（土） 

        ③10月22日（土） 

        ④11月 5日（土） 

       午前10時～正午 

場 所：土浦市立『小町の館』 

定 員：30名 

受講料：無  料 

＊興味をお持ちの方がおられましたら是非

お誘いください。 
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『
四
年
に
一
度
』
を
免
罪
符
に
、
テ
レ
ビ
に
か
じ
り
つ
い

て
い
た
二
週
間
。
う
れ
し
涙
と
悔
し
涙
に
、
努
力
の
日
々
を

思
い
胸
を
熱
く
し
ま
し
た
。
さ
て
三
十
三
号
を
お
届
け
で
き

る
運
び
と
な
り
、
こ
ち
ら
も
ほ
っ
と
一
息
。 

口
上
以
外
の
活
動
や
、
幼
き
頃
の
思
い
出
な
ど
の
原
稿
も

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
左
記
へ
の
投

稿
も
可
能
で
す
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

編 
 

集 
 

子 

原
稿
送
付
ア
ド
レ
ス 

tgod6474@i-next.ne.jp 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『小田氏ゆかりの高岡・藤沢コース』を歩いて 

            林  正 一 

 

新
緑
の
筑
波
路
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
会
の
目
的

で
も
あ
る
「
筑
波
山
周
辺
の
歴
史
や
文
化
財
及
び
自
然

環
境
等
の
調
査
研
究
」
に
基
づ
き
始
め
た
も
の
で
、
講

師
の
井
坂
敦
實
先
生
に
は
、
毎
回
資
料
作
り
や
現
地
案

内
を
快
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
か
つ
懇
切
丁
寧
な

ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ

ん
。 

今
回
、『
小
田
氏
ゆ
か
り
の
高
岡
・
藤
沢
コ
ー
ス
』

の
実
施
に
当
た
り
会

員
・
家
族
な
ど
十
五
名

が
参
加
。
土
浦
市
新
治

商
工
会
館
の
駐
車
場
に

集
合
、
い
ざ
出
発
。
初

め
に
小
田
八
代
当
主
・

治
久
の
猶
子
と
な
っ
た

復
庵
禅
師
が
開
い
た
禅

宗
の
古
刹
「
法
雲
寺
」

を
散
策
。
か
つ
て
は
、

県
内
外
に
多
く
の
末
寺

を
有
し
、
宮
中
参
内
の
折
に
は
紫
衣
の
着
用
を
許
さ

れ
、
将
軍
の
葬
礼
に
は
十
万
石
の
格
式
で
列
し
た
と

い
わ
れ
る
。
境
内
の
隅
々
に
、
今
で
も
中
峰
派
大
本

山
と
し
て
栄
え
た
時
代

の
一
端
を
偲
ぶ
こ
と
が

出
来
た
。
そ
の
後
、
法

雲
寺
の
門
前
市
が
開
か

れ
た
高
岡
の
宿
通
り
を

歩
き
、
樅
の
大
木
が
群

生
す
る
「
ふ
る
さ
と
の

森
公
園
」・「
岡
の
宮（
鹿

島
神
社
）」境
内
を
通
過
、

つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー

ド
の
休
憩
所
に
な
っ
て
い
る
旧
筑
波
線
の
常
陸
藤
沢
駅
舎

跡
で
昼
食
を
兼
ね
休
憩
を
と
っ
た
。
午
後
か
ら
は
、
永
く

地
元
住
民
に
よ
り
守
り
継
が
れ
て
き
た
木
造
地
蔵
菩
薩
立

像
（
市
指
定
）
を
見
学
。
こ
の
像
は
、
小
田
十
五
代
氏
治

が
亡
き
母
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
立
し
た
法
華
院
に
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。
邦
見
寺
・
極
楽
寺
跡
を
左
に
眺
め
な
が

ら
、
藤
沢
城
の
旧
武
家
屋
敷
が
連
な
る
街

並
み
を
歩
く
。
次
に
訪
れ
た
「
神
宮
寺
」

で
は
、
水
戸
市
の
六
地
蔵
寺
か
ら
株
分
け

さ
れ
た
徳
川
光
圀
公
お
手
植
え
の
枝
垂
れ

桜
や
天
然
記
念
物
の
百
日
紅
の
古
木
を
眺

め
、
鎌
倉
初
期
に
八
田
知
家
に
よ
っ
て
築

城
さ
れ
た
と
伝
わ
る
藤
沢
城
址
を
横
に
見

な
が
ら
、
県
指
定
史
跡
の
「
藤
原
藤
房
卿

遺
跡
」
へ
と
向
う
。
同
所
は
藤
房
卿
の
遺

髪
を
埋
葬
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら

髪
塔
塚
と
も
呼
ば
れ
、
今
な
お
塚
に
残
る

榎
の
大
木
が
往
時
を
偲
ば
せ
て
く
れ
る
。

神
宮
寺
の
裏
手
に
、
寛
永
八
年
の
紀
年
銘

が
刻
ま
れ
た
県
内
で
も
珍
し
い
石
造
多
宝

塔
（
市
指
定
）
が
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
さ

れ
て
い
た
。
石
仏
・
石
塔
に
興
味
の
あ
る

方
に
は
必
見
の
文
化
財
で
あ
る
。
ハ
イ
キ

ン
グ
も
い
よ
い
よ
終
盤
、
小
田
十
二
代
成

治
の
供
養
塔
と
伝
え
ら
れ
る
「
松
岳
寺
」

の
石
造
五
輪
塔
（
市
指
定
）
や
藤
沢
地
区

の
鎮
守
様
「
八
坂
神
社
」
境
内
に
残
る
多

く
の
石
造
物
を
見
学
、
最
後
に
慶
長
十
二

年
の
紀
年
銘
が
刻
ま
れ
た
板
碑
・
二
十
三

夜
供
養
之
塔
（
市
指
定
）
を
お
参
り
し
た
後
、
会
員
の
田

神
さ
ん
宅
に
立
ち
寄
り
、お
茶
を
頂
い
き
な
が
ら
の
歓
談
。

感
謝
！ 

今
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
コ

ー
ス
で
は
あ
っ
た
が
、
小
田
氏
ゆ
か
り
の
史
跡
や
仏
像
、

石
仏
・
石
塔
な
ど
数
多
く
の
文
化
遺
産
に
触
れ
る
こ
と
が

出
来
、
参
加
者
に
と
っ
て
大
変
に
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
る
。 

来
年
度
も
、
会
員
の
健
康
維
持
を
兼
ね
筑
波
山
麓
を
巡

る
ハ
イ
キ
ン
グ
を
計
画
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
お
薦
め

の
コ
ー
ス
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
紹
介
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

  『新緑の筑波路めぐりハイキング』 

                 の足跡 

 

平成 22年度『筑波山麓』神郡・六所・ 

臼井・立野・沼田地区 

23年度  雨天中止 

24年度 『小田地区』 

25年度 『北条地区』 

26年度 『筑波山神社周辺』 

27年度 『小野小町の里』 

28年度 『高岡・藤沢地区』 

↓法雲寺本堂 

誰を待つ？ 


